
建設業界 282018.129 建設業界 2018.1

大
方
策
を
盛
り
込
ん
だ
３
Ｄ
デ
ー
タ
の
利
活
用
方
針
も

作
成
。
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
の
〝
エ
ン

ジ
ン
〞
と
し
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
各
段

階
に
流
通
さ
せ
、
利
活
用
を
推
し
進
め
る
た
め
の
環
境

を
着
々
と
築
い
て
い
る
。

　

生
産
性
向
上
の
取
組
み
に
は
、
担
い
手
の
確
保
・
育

成
や
働
き
方
の
改
善
と
い
っ
た
建
設
業
が
直
面
す
る
課

題
を
解
決
し
て
い
く
狙
い
も
あ
る
。
土
木
市
場
の
約
九

割
を
占
め
る
公
共
土
木
工
事
と
、
建
築
市
場
の
一
割
に

と
ど
ま
る
公
共
建
築
工
事
と
を
単
純
に
対
比
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
公
共
建
築
工
事
で
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
の

効
果
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
国

が
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
と
の
声
も
聞

か
れ
る
。

韓
国
で
も
適
用
対
象
を
拡
大

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
を
巡
っ
て
は
諸
外
国
の
動
き
も
注
目

さ
れ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
建
築
の
確
認
申
請
に
Ｂ
Ｉ

Ｍ
の
活
用
を
義
務
づ
け
て
い
る
の
は
日
本
国
内
で
も
広

く
知
ら
れ
る
が
、
お
隣
の
韓
国
で
も
動
き
が
速
ま
っ
て

い
る
。
韓
国
建
設
経
済
新
聞
が
二
〇
一
七
年
十
一
月
に

報
道
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
調
達
庁
は
二
〇
二
〇
年

ま
で
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
適
用
対
象
を
段
階
的
に
拡
大
し
て
い

く
方
針
だ
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
現
在
の
設
計
公
募

及
び
技
術
型
入
札
対
象
で
な
い
一
般
建
築
工
事
で
は
、

三
〇
〇
億
ウ
ォ
ン
未
満
の
工
事
で
計
画
設
計
、
三
〇
〇 

件
・
工
事
二
件
、
そ
し
て
二
〇
一
七
年
度
が
昨
年
九
月

ま
で
の
実
績
で
設
計
二
件
・
工
事
〇
件
と
な
っ
て
い
る
。

国
が
先
導
し
て
い
る
も
の
の
、
国
交
省
の
官
庁
営
繕
工

事
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
が
ま
だ
限
定
的
で
あ
り
、
特
に

施
工
段
階
で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
の
提
案
は
低
調
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
取
り
入
れ
る
か
ど
う
か
は
受

注
者
の
判
断
に
委
ね
て
お
り
、
成
果
物
と
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ

モ
デ
ル
の
提
出
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
な
ど
も
実
績
が

低
迷
し
て
い
る
要
因
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

国
の
先
導
的
な
役
割
に
期
待

　

こ
う
し
た
状
況
に
国
交
省
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
官
庁
営
繕
部
で
は
工
事
で
の
活
用
事

例
を
増
や
し
て
い
き
な
が
ら
そ
の
効
果
や
課
題
な
ど
を

蓄
積
し
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
善
に
向
け
た
検

討
に
役
立
て
て
い
く
と
と
も
に
、
工
事
に
関
す
る
内
容

を
充
実
さ
せ
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。

　

一
方
、
民
間
建
築
で
は
、
設
計
と
施
工
そ
れ
ぞ
れ
の

億
ウ
ォ
ン
以
上
の
工
事
で
計
画
・
中
間
・
実
施
設
計
に

Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
適
用
し
て
い
る
。
こ
れ
を
二
〇
二
〇
年
ま
で

に
三
〇
〇
億
ウ
ォ
ン
未
満
の
工
事
で
中
間
設
計
と
実
施

設
計
ま
で
、
三
〇
〇
億
ウ
ォ
ン
以
上
の
工
事
で
は
設
計

公
募
ま
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
適
用
す
る
方
針
の
よ
う
だ
。
韓
国

の
調
達
庁
で
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
適
用
の
効
果
と
し
て
年
間
九 

〇
億
ウ
ォ
ン
相
当
の
工
事
費
削
減
を
期
待
し
て
い
る
、

と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
来
年
度
の
総
工
事

費
を
一
兆
五
、〇
〇
〇
億
ウ
ォ
ン
と
仮
定
し
た
場
合
に

〇
・
六
％
に
達
す
る
水
準
だ
と
い
う
。

　

本
格
的
な
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
日
本
で
は
現

在
、
官
民
を
挙
げ
た
「
働
き
方
改
革
」
が
進
め
ら
れ
つ

つ
あ
る
。
建
設
産
業
で
は
建
設
現
場
の
週
休
二
日
制
や

時
間
外
労
働
の
削
減
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
、
今

後
は
人
手
不
足
を
補
う
た
め
の
生
産
性
の
向
上
や
適
切

な
工
期
設
定
、
さ
ら
に
建
設
技
能
労
働
者
の
賃
金
確
保

に
向
け
た
取
組
み
が
一
段
と
活
発
化
し
て
い
く
見
通
し

だ
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
公
共
建
築
分
野
で
も
生
産
性
向
上

や
建
設
業
の
働
き
方
改
革
に
向
け
た
動
き
が
出
て
き
た
。

国
交
省
で
は
土
工
、
舗
装
、
浚
渫
、
橋
梁
で
取
り
組
ん

で
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら

維
持
管
理
分
野
と
建
築
分
野
に
拡
大
す
る
こ
と
を
検
討

す
る
と
表
明
。
同
時
に
建
築
分
野
で
は
施
工
を
合
理
化

す
る
技
術
の
導
入
を
考
慮
し
た
基
準
類
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
建
築
投
資
の
九
割
を
占
め
る
民
間
工
事
へ
の

領
域
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
が
拡
大
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は

こ
れ
ら
二
つ
の
領
域
を
つ
な
ぎ
、
維
持
管
理
ま
で
も
視

野
に
入
れ
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
使
い
方
も
模
索
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
流
段
階
か
ら
後
工
程
に
必
要
な
知

識
や
技
術
力
を
取
り
入
れ
、
コ
ス
ト
低
減
を
実
現
す
る

フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
と
の
認
識

も
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
公
共
事
業
に
取
り
入
れ
よ
う

と
す
る
動
き
は
、
む
し
ろ
土
木
分
野
で
先
行
し
て
活
発

化
し
て
い
る
。
国
交
省
は
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
を

図
る
「
ｉ
│

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉｏ
ｎ
」
と
し
て
、
土

木
工
事
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用
を
広
げ

る
な
ど
の
取
組
み
を
推
進
。
二
〇
一
七
年
三
月
に
は
当

初
の
土
工
に
加
え
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
、
ダ
ム
な
ど
の

土
木
構
造
物
へ
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
）
の
円
滑
な
導

入
を
目
的
と
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
。
二
〇 

一
七
年
十
一
月
に
は
3
Ｄ
デ
ー
タ
の
利
活
用
方
法
や
拡

展
開
も
支
援
す
る
と
し
て
い
る
。

働
き
方
改
革
と
も
連
動

　

建
築
分
野
の
生
産
性
向
上
策
と
し
て
は
、
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
（
Ｐ
Ｃ
ａ
）
化
や
プ
レ
ハ
ブ
化
・
ユ
ニ
ッ
ト
化
（
鉄

筋
先
組
工
法
な
ど
）、
自
動
化
施
工
（
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
）
と
い
っ
た
「
施
工
合
理
化
技
術
」
を
ど
う
取
り
入

れ
て
い
く
か
が
カ
ギ
と
な
る
。
市
場
の
大
半
を
占
め
る

民
間
建
築
工
事
で
の
適
用
技
術
を
公
共
建
築
工
事
に
も

導
入
す
る
に
当
た
り
、
施
工
者
の
提
案
を
積
極
的
に
採

用
す
る
た
め
の
工
夫
や
、
導
入
を
優
位
に
評
価
す
る
よ

う
工
事
成
績
評
定
の
運
用
方
法
を
見
直
し
た
り
す
る
こ

と
が
必
要
だ
ろ
う
。
受
注
者
の
負
担
増
を
避
け
る
と
と

も
に
、
ｉ
│

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
に
対
応
し
た

基
準
類
を
整
備
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。

　

国
交
省
は
公
共
建
築
工
事
の
特
性
な
ど
を
踏
ま
え
た

働
き
方
改
革
へ
の
取
組
み
も
打
ち
出
し
て
い
る
。
週
休

二
日
を
前
提
と
し
た
工
期
設
定
な
ど
こ
れ
ま
で
の
取
組

み
に
加
え
、
原
則
土
・
日
曜
と
祝
日
の
現
場
閉
所
の
試

行
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
営
繕
工
事
の
各
工
程
で
適
正
な

施
工
期
間
の
確
保
と
い
っ
た
新
た
な
取
組
み
を
推
進
。

既
存
と
新
規
の
施
策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
展
開
し
、
官
民

の
建
築
工
事
の
発
注
者
へ
の
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
く

考
え
だ
。

　

国
が
こ
う
し
た
建
築
分
野
で
の「
改
革
」
に
ど
こ
ま
で

本
気
で
取
り
組
む
の
か
。
今
後
の
動
向
を
注
目
し
た
い
。

築
の
企
画
か
ら
設
計
、
施
工
、
維
持
管
理
に
至

る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
で
蓄
積
さ
れ
た
情
報
を
有

効
活
用
し
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般
の
効
率
化
を
図
る

Ｂ
Ｉ
Ｍ
（
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

モ
デ
リ
ン
グ
）。
こ
こ
数
年
で
急
速
に
広
が
り
を
見
せ

る
建
築
ツ
ー
ル
だ
が
、
公
共
建
築
分
野
で
は
必
ず
し
も

普
及
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
発
注
機
関
の
思
惑
通
り

に
は
い
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。

　

国
土
交
通
省
官
房
官
庁
営
繕
部
は
二
〇
一
四
年
三
月
、

官
庁
営
繕
事
業
の
設
計
や
工
事
で
三
次
元
（
３
Ｄ
）
の

建
物
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
上
で
の
留
意
事
項
な
ど
を
示

し
た
「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
。
二
〇 

一
四
年
度
か
ら
官
庁
営
繕
事
業
に
適
用
し
て
い
る
が
、

一
四
年
四
月
か
ら
一
七
年
九
月
末
ま
で
の
活
用
状
況
を

見
る
と
、
設
計
業
務
が
二
〇
件
だ
っ
た
の
に
対
し
、
工

事
は
五
件
に
と
ど
ま
る
。
年
度
ご
と
の
内
訳
は
二
〇
一 

四
年
度
が
設
計
五
件
・
工
事
〇
件
、
二
〇
一
五
年
度
が

設
計
六
件
・
工
事
三
件
、
二
〇
一
六
年
度
が
設
計
七

公
共
建
築
分
野
で
見
ら
れ
る
生
産
性
革
命

設
計
と
施
工
で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
は
加
速
す
る
か
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